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松戸花火大会イン'99

み
ん
な
で
あ
げ
る

8/7( 土)
午後7時30分

～9時

８
月
７
日
出
に
夏
の
風
物
詩
、
花
火
大
会
を
開
催
し
ま

す
（
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、
８
月
1
4日
倒
に
順
延
）
。

当
日
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
打
上

花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
夜
空
を
彩
る
花
火
を
打
ち

上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
一
平
橋
（
下
記
会
場
案
内
図
）
が
改
修
工

事
の
た
め
、
全
面
通
行
禁
止
と
な
り
道
順
が
変
更
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

圜
松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

登
一
宍一
・
7
3
2
7

会場案内図・交通規制図匹 ］

立入禁止区域

厂¬

交通規制区域
午後ら時30 分～10 時

厂 コ

交通規制区域
午後8時30 分～10 時

車両通行禁止道路
午後5時30 分～10 時

； j ﾌ ｙ χ ｀ ; . ･ ･ ， -` . I 二

車両通行禁止道路
午後6時30 分～10 時

花火会場歩行者道順

毎 月5日･15日･25日発 行
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●
松
戸
商
工
会
議
所
付
近
の
一
平
橋
（
地
図
上

Θ

印
）

は
、
改
修
工
事
の
た
め
全
面
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

●
今
年
は
、
新
た
に
松
戸
駅
西
口
周
辺
の
交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
。

●
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
か
な
り
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
け
が
や
迷
子
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
ご
み
は
必
ず
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

西
暦
二

〇
〇
〇
年
問
題

と
は

「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
機
器
に

埋
め
込
ま

れ
た
チ

ッ

プ
が
西
暦

を
下

二
桁
で
処

理
し

て

い
る
場

合
に
、
二
〇

〇
〇
年

１
月
１
日

を
境
に
起
こ

す
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
シ
ス
テ

ム
や
機
器

の
誤

作
動

・
停
止
と

、
そ
の
影

響

に

よ
る
市

民

生
活

の
混

乱

」

を
指
し
て
い
ま
す
。

市

民
生
活

に
直

接
か
か
わ

る

金

融
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
、
通

信

、
交
通

、
医
療

な
ど
の
分
野

で

は
既
に
対
応
が
進
ん
で

お
り
、

残
り
の
部
分

に
つ

い
て
も
今
秋

ま
で
に
は
完
了

が
見
込
ま

れ
て

い
ま
す
。

｢花づくり写真コンクール｣作品募集人 口 と 世 帯　ﾜ 月1日現在

松
戸
市
で
も
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
平
成
９
年
度
か
ら
既

存
の
電
算
処
理
業
務
の
調
査
を

行
い
、
影
響
が
あ
る
個
所
の
修

正
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
対
象
業
務
の

う
ち
、
約
一
五
％
の
修
正
を
残

し
て
お
り
ま
す
が
、
1
0月
ま
で

に
は
す
べ
て
完
了
す
る
予
定
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は

予
測
不
可
能
な
事
態
が
生
じ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

万
一
の
場
合
に
備
え
各
課
で
危

機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て

い
ま
す
。

鸚
事
務
管
理
課
容
3
6
6
・
7
3
0
7

市
内
に
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
広
め
る
た
め
、
市
内
の
住
宅
や

事
務
所
な
ど
の
民
間
施
設
、
学
校
、
公
共

・
公
益
施
設
で
の
花
飾

り
や
花
壇
づ
く
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法
応
募
用
紙
（
㈱
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
）
に
出
花

飾
り
や
花
壇
全
体
の
写

碁

霾
蜑
風

景
や

管
理
状
況
の
写

具
（
写
真
は
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以
上
）
を
各
二
枚
以

人口

男

女

世帯

(栗ヶ 沢小 学校)昨年のコンクール入選作品

上

と

コ

メ

ン

ト

、

エ

ピ

ソ

ー

ド

な

ど

を
添

え

て

ご

応

募

ぐ

だ

さ

い

。

淤
応
募
書
類
に
よ
り
個
人
・
団

体
・
学
校
の
部
門
別
に
審
査

し

ま

す

。

崋

９

月
2
4
日

次

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

直

接

ま

た

は

郵

送
で

Ｉ１‐
2
7
0

－
2
2
5
2

松

戸

市

千

駄

掘

七

四

九

㈱

ま

っ

ど

街

と

水

辺

の

緑

化
基
金
（
昔
詬
・
9
8
4
6
）
へ

②

③

⑤

⑦

④

⑥

地域振興券の使用状況

川に親しむ親子の集い

介護保険制度の仕組み

市内河川は、いま

情報チャンネル

主な内容

火

花

夢

7/25

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
西
暦
二
0
0
0
年
問
題
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地

域

振

興

券

の

使

用

状

況

５
月
3
1
日
現
在
、
特
星
事
業
者
（
地

域

振
興

券
取

扱

店
）
か
ら

の
換

金

請

求

に
基

づ
く
松

戸
市
地

域
振

興
券

の

使
用

状
況

は
次

の
と
お

り
で
す

。

既

に

使

用

さ

れ

た

枚

数

一
、

三
〇
二

、
二

四
五

枚

使

用

率

六
九

・
二
％

産

業

分

類

別

利

用

状

況

▼
大

型
店

五

八

・
五
％

▼
物
品
販
売
業
三
三
こ
Ｉ
％

▼
飲

食
業

三

・
五
％

▼
サ

ー
ビ
ス
業
　

三

∴

％

▼
通

信

・
運
搬

業
　

○

こ
二
％

▼
卸

売
業
　

〇

・
一
％

▼
そ
の
他
　

∇

三
％

集

計

結
果
か

ら
、
大

型
店

で
の
使

用
率

が
全

体

の
約
六
割

と
、
大

型
店

指

同
の
傾

向
に

あ
り
ま

す

が
、
物
品

販

売
業

（
中

小
小

売
店

舗
）

も
約
三

割
を

占

め
ま
し

た
。

使

用

者

ア

ン
ケ

ー

ト
調

査

を

実

施
松
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

'99 夏休み子ども教室

環境・防災について考えてみよう

日時…8月４日㈲午前10時～午後3時〔雨天決行〕
会場…建設省関東技術事務所（案内図参照）
費用…無料

黯建設省関東技術事務所環境技術課S389- 引26 、川をきれい

にする課S366-1152

し

た

「
地

域
振

興
券
使

用
者

ア
ン

ケ

ー
ト
」
調

査
結

果

（
５

月
2
0
日

か
ら

７
月
Ｈ

阡
着
信

分
ま

で
の
六
十
四
件
）

は

、
次

の
と
お
り

で
す

。

イン タ ー ネ ット アン ケ ー ト に よる 使 い みち の内 訳表1

衣料品
子供服(26) 学生服(ﾜ) 靴(2) 子供用品剛 オムツ(1)

親の衣類①

飲食関係 食料品(24) 外食(11) ミルク(1)

娯楽費 レジャー(4) 雑誌(1)

玩具類 おもちゃ(9) ゲームソフト(4) ゲーム機(2)

家電製品など

ミシン(2) パソコン(1) テレビ(1) デッキ(1) 炊飯器①
ＭＤコンポ(1)掃除機(1)ポット(1) 目覚時計(1) 一眼レ

フカメラ(1)

教育費 書籍（11）文具（4）塾の月謝 ①

その他
自転車(9) スポーツ用品 ③ 家具 ③ 入学記念写真
(2) チャイルドシート(1) 雑貨(1) 生協への支払い

(1) 眼鏡(1) スイミング入会金(1)

使
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
複

数
回

答
）
で
は

、
子

供

服

・
学
生

服

な
ど

の
衣
料

品
を

は
じ

め
、
食

料
品

な

ど

生

活

関

連

で

の

使

用

が

大

半

を

占

め

る

ほ

か

、

自

転

車

や

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

の

購

入

な

ど

若

い

親

の

層

の

子

育

て

関

連

の

購

入

に

利

用

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

う

か

が

え

ま

す

。

な

お

、

ア

ン

ケ

ー

ト

は

、

９

月
1
9

日

ま

で

行

っ

て

い

ま

す

の

で

、

ぜ

ひ

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

Ｕ

Ｒ

」
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ｐ
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肪

乱

Ｏ
＼

使

用

期

限

は

９

月
1
9
日

⑧

ま

で

◆

手

続

き

を

忘

れ

ず

に

◆

本
年

３
月
Ｊ

日
よ
旦

父
付

を
開

始

し

た
松

戸
市
地

域
振

興
券

の
使
用

期

限

は
９
月
1
9
日

㈲
ま

で
と

な

っ
て

い

ま

す
。

松

戸
市

地
域

振
興

券
は

、
松
戸

市

地

域
振

興
券
取

扱
店

で

ご
使
用

に
な

れ

ま
す

。

な
お

、
使

用
期

限

が
過

ぎ
た

場
合

、

振

興
券

は
、
使

用

で
き
な

く
な
り

ま

す

の
で

ご
注
意

く
だ

さ

い
。

ま

た
、
地

域

振
興

券

の
交
付

対

象

に

な

る
と
思

わ
れ

る
人
で

、
ま

だ
申

請

手

続

き
を

さ
れ

て

い

な

い
人

は

、

事

務
局

ま
で

ご
連
絡
ぐ

だ

さ

い
。

懿

松

戸
市
地

域
振

興
券

推
進
本

部
事

務
局

昔
沺

・
2
9
3
2

コーナー 内　　　　　容

生活排水を調べて

みよう
家庭から出る排水の水質を調べてみる

台風時の雨を体験

しよう

屋外に降雨 体験車（自動的に 雨を降らせ 、雨の強さを

体験できる車）を展示し 、実演

浄化のしくみを知

ろう
ペットボトルを使って簡単な浄化のしくみを紹介

音のコーナー 吸音材を入れた箱の中の音は､どんなふうに聞こえるのか

ミクロの世界をの

ぞいてみよう
川や池等にいる小さな生き物を顕微鏡でのぞく

リサイクルコーナ

ー
エコマーク商品の展示 、配布。堆肥の配布

ドジョウのつかみ

どり

貯水池に放し たドジョウ のつ かみどり（捕まえ たもの

は、持ち帰れます）

下水道のしく みを

知ろう

下 水道のしく みと役割を 、パネルとビ デオでやさし＜

説明

防災コーナー
災害救助状況のパネル展示コーナー、備蓄食料の試食コー

ナー、煙道体験コーナー、ウオーターパック車の展示

そ の他

「廃油石けん作りコーナー」や「水陸両用車の試乗体験」

「ミニバツクホウの体験」「ミニ水族館」「大声コーナー」

「生き物調査」ほか

夏休み｢自由研究｣

相談

夏休みの自由研究をこれから始める人、成果をまとめる人など

にアドバイスやヒントを提供oﾜ 月26Eﾖ囲～8月13日窗の間、

関東技術事務所内に常設しています（土・日曜日を除く）

家族で楽しい一日を川に親しむ親子の集い

案
内

図

開 催 内 容

(昨 年)和船体験コーナー

市
や
県
な
ど
が
行
っ
て
い
る
総
合
治
水
事
業
に
つ
い
て
、
川

や
水
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
川

に
親
し
む
親
子
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日

時
・：
８
月
2
1日
田
午
前
９
時
～
正
午
〔
雨
天
の
場
合
は
2
2

日
㈲
に
順
延
〕

会
場
：
坂
川
親
水
広
場
（
案
内
図
参
照
）

費
用
：
無
料

鵞
河
川
課
業
務
係

昔
沺
・
7
3
5
9

催し 物 内 容 参加方法 対 象

親子魚釣り
川で魚釣りをし ます。釣り用

具 、エサは各自持参

申し込み制

先着100 組

小学生以下は

保護者同伴

和船体験コー

ナー
和船による櫓漕ぎ体験

申し込み制

先着120 人

小学生以下は

保護者同伴

遊びのコーナ

ー

スーパーボールすくい・ベーゴ

マなどで遊びます
自由参加 小学生以下

ド ジョ ウつ か

み
ドジョウのつかみどり 自由参加 小学生以下

親子 ザリガ ニ

釣り

親子で仕掛けを作り、ザリガ

ニを釣ります
自由参加 小学生以下

川クイズ
川にちなんだクイズに答える

と賞品がもらえます
自由参加

治水 パネル 等

展示

総合治水を分かりやすくした

パネルや浸透装置の展示

※申し込み制（先着順）のものは、ハガ牛に催し物名・住所・保護者および

子どもの氏名 ・年齢・電話番号を記入して 、〒2ﾜ1  -8588 松戸市根本38ﾜ

の5松戸市役所河川課内「川に親し む親子の集い」係へ

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
車

・
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
J
R
新
八
柱
駅
ま
た
は
新
京
成
八
柱

駅

・
常
盤
平
駅
南

口
か
ら
新
京
成

バ
ス
「
牧
の
原
団
地
行
き
」
で
建
設

省
官
舎
前
下
車
、
徒
歩
一
分

案
内
図

松
戸
駅

西
口
か

ら
京
成

バ
ス
「

矢
切
高

校
行

き
」
で
終

点
下
車

、
徒
歩

五
分
ま

た
は

、「
国
府
台

経
由
市
川
駅

行
き
」
で

上
矢
切
下

車
、
徒
歩
十

分

農

業
委

員

会

委
員

決

ま

る

本
市

農

業
委
員

会
委

員

の
任
期
満

了
に

伴

い
、
今

回
第
十

七
期

の
農
業

委
員

会
委

員
と
し

て

、
次

の
二

十

八

人

が
選
出

さ
れ
ま

し
た

。

任
期
は
７
月
2
0
日
か
ら
三
年
間
で
、

農
業

経
営

の
良

き
ア

ド

バ
イ

ザ

ー
と

し
て
活

躍

す
る
こ

と
に

な
り
ま

す

。

選

挙

に

よ

る
委

員

湯
浅
隆
（
紙
敷
)
・
湯
浅
正
巳
（
紙

敷
）
・
石

筍
博
（
高

塚
新
田
）
・
鈴
木

千
之
助

（
上

本
郷
）
・
染
谷

保
治
（
栗

山
）
　・
柿
内

保

雄

（
小

山
）

こ
戸
張

宏
哉
（
栄
町
西

）
・
秋
谷
保
（
大
倍

・
石
井

廣

治

（
秋

山
）
　・
渋
谷

哲
男

示

金
原
）
・
西
野

膝
治
（
常

盤
平

）
・

椿
唯

司

（
主

水
新

田
）
・
杉
浦

康
弘

（
東

平

賀

）

・
横

山

定

敏

（
旭

町

）
・

成

嶋

和

敏

（
ニ

ッ

木

）
　
・

高

橋

孝

志

（
千

駄

堀

）
・
斉

藤

和

買
（
樵

狙

員
）
　・

飯

嶋

源

一
（
中

根

）
・
宮

本

文

夫

（
六

実

）
　
・

真

嶋

誠

一
　
（
金

ヶ

作

）

※
〔
（
）
内
は
町
名
届
出
順
・
敬
称

略

〕

選

任

に
よ

る

委

員

伊

藤
余

一
郎

・
池
田

清

・
渡
辺
昇

・
糠

信

作
男

・
石

井

弘

（
以

上
市

議

会
）
　・
中
村
隆

（
松

戸
市

農
協
）
　・

吉
田

俊

一
（
千

葉
小

金

農
協

）
　・
石

井
肇

（
東

葛
農

業
共

済
）

※
〔
（
　
）
内
は
推
薦
団
体
。
敬
称
略
〕

羆

農
業
委

員
会

事
務

局

登
3
6
6・
７

３

８

７

あ
な
た
の
健
康
2
5
9

ク
ラ
ゲ

海
で
剌
さ
れ
る
も
の

対
処
法
は
ク
ラ
ゲ
の
場
合
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
す
。

有

毒

ク

ラ

ゲ

は
触

手

と
呼

ぶ

、

タ
コ

の
足
状

の
も

の
に
刺

胞
と

い

う
毒
液
を
含
む
小
さ
い
袋
を
多
数

も

っ
て

い
ま

す

。
こ

れ

に
触

れ
る

と

中

に
あ

る
針

が
発

射

さ
れ
て

皮

膚
に
突

き
刺

さ
り

、
毒

液

が
注

入

さ
れ

て
皮
膚

炎
を

生
じ

ま
す

。
よ

く

刺
さ
れ

る
も

の
に
ア
カ

ク
ラ

ゲ
、

ア
ン

ド
ン

ク
ラ

ゲ
、
カ

ツ
オ
ノ

エ

ボ
シ

な
ど

が
あ
り
ま

す
。

症

状
は
触
手

に
触

れ

た
直
後

に

激
し

い
痛
み

を
感

じ
、

線
状
に

赤

く

腫

れ
あ

が
り
ま

す

の
で
、
す

ぐ

に
付

着
し
た

紐
状

の
触
手

は
砂

で

取

り

除
き
、

ア
ル
コ

ー
ル
類
を

夕

オ
ル

に
浸
し

て
患

部
を

よ
く

ぬ
ぐ

い
ま

す
。
広

範
囲

に
刺

さ
れ
た

と

き
は

シ
ョ

ッ
ク
を
起

こ

す
こ
と

が

あ
り
ま

す

の
で
、
日

陰

の
涼
し

い

所

へ
運

び
、
頭

を
低

く
し

て
寝

か

せ

て
く

だ
さ

い
。

台
風

の
後

に
は

海
辺

に
打
ち

寄

せ

ら

れ
た

ク

ラ

ゲ

が
多

い
の

で

、

海

水
浴

へ

は
行

か

な

い
方

が
よ

い

で
し

ょ
う

。

サ
ン
ゴ

沖
縄

、
南

太
平
洋

の

サ
ン

ゴ
礁

に

は
イ

シ
サ

ン

ゴ
、
ヒ

ド
ロ
サ

ン

ゴ
な

ど
が
生

息
し

ク
ラ

ゲ
と
同

様

の
刺

胞
を
も

っ
て

い
る

の
で
、

サ

ン
ゴ

礁
で

ダ
イ

ビ
ン

グ
坤

に
刺

さ

れ

る
こ

と

が

多
く

み

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、
サ
ン

ゴ
礁

は
主

に
イ

シ
サ

ン
ゴ
類

で
作

ら
れ

、
そ

の
鋭
く

硬

い
炭
酸
石

灰

の
外
殻

に

よ
る
外

傷

を
受

け

る
人

が
多

い
よ
う
で

す

。

サ

ン
ゴ
皮

膚
炎

の
症

状
は

ク
ラ

ゲ
皮
膚

炎
に

比

べ
て
軽
く

、

シ
ョ

ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と

も
ま
れ
で
す

。

ウ

ニ

磯
遊

び
、

ス
キ

ン

ダ
イ

ビ
ン

グ

な
ど

で
、
よ

く
手

足
、
肘

、

膝
な

ど
に

ウ
ニ

の
と

げ
で
刺
し

傷

を
受

け

、
皮

膚
炎

を
起

こ
す

こ
と

が
あ

り

ま
す

。
よ

く
知

ら

れ
て

い
る

ム

ラ
サ
キ

ウ
ニ

は
生

殖
巣

を
生

の
ま

ま

、
あ

る

い
は
塩

漬
け

な
ど

で
食

べ
ま
す

が
、

そ

の
太

い
と

げ
が
刺

さ

っ
て

折

れ

こ

む
と

強

く

痛

み

、

赤

ぐ
腫

れ
あ

が
り

ま
す

。
と

げ

が

残

っ
た

ま
ま

放
置

す

る
と
硬

い

シ

コ

リ
を
形

成

し
ま

す

。
ラ

ッ
パ

ウ

ニ
は
多

数

の
花
状

に
広

が

っ
た
と

げ
か

ら

毒

液

を
分

泌

す

る
の

で

、

こ

れ
に
刺

さ

れ

る
と
強

い
痛

み

が

広

い
範

囲
に

拡
大

し
、

と
き

に

シ

ョ
ッ

ク
症
状

を
起

こ
し

ま
す

。
ま

た

イ
イ

ジ

マ
フ

ク
ロ

ウ
ニ

の
と

げ

に

は
筋

肉
麻

痺
を

起
こ

す
強

い
毒

が
あ

る

の

で

注
意

し

ま

し

ょ

う

。

い
ず

れ
の

ウ
ニ

の
と

げ
も
、

は

や

く

除
去
し

な

い
と

硬

い
シ
コ

リ
を

形

成
す

る

の
で
、

適
切

な
治

療
を

受

け
て
く

だ

さ

い
。

ク

ラ
ゲ
、

サ
ン

ゴ
、

ウ

ニ
に
よ

る
皮
膚
炎

は

副
腎

皮
質

ホ
ル

モ
ン

軟

膏
に

よ
る
治

療

が
有
効

で
す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

使
い
み
ち
の
内

訳
（
表
１

）

主
に
衣
料
品

・
食
料
品
の
購
入
に



介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
一
五
回

介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て

鬩
介
護
保
険
準
備
室
昔
鰯
・
7
3
7
0

介

護

サ

ー

ビ

ス

の

利

用

方

法

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で

の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

本
人

や
家
族

な
ど

が
市
役

所
か

各

支
所

ま

た
は
各

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

へ

、
要

介
護

認
定

の
申
請

を
し

ま
す

。

(
1
0
月
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

↑

②
市
の
職
員
な
ど
が
訪
問
し
、
食
事

や
入

浴

、
排
せ

つ

な
ど
八

十
五
項

目

に

わ
た

る
身
体

状
況

お
よ

び
医
療

に

つ

い
て

の
調
査

を
し

ま
す

。

そ

の
調
査

結
果

を
全
国

一
律

の
基

準

で
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ

る
一
次

判

定

を
行

い
ま

す
。

一ヽ口･ 戴 久

市長室・発

松戸市民栄誉賞

ま

た
、
二

次

判
定

の
際

に
必
要

な

か

か
り
っ

け
医

の
意
見

書

を
申
請

者

に
代
わ
っ
て
、
市
が
取
り
寄
せ
ま
す
。

↑

③
介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て
、
一

次

判
定

の
結
果

・
特

記
事

項

・
か
か

り

つ
け
医

の
意

見
書

を
参

考
に

、
要

介

護
状
態

か
否

か

、
お
よ

び
そ

の
程

度

を
判
定

し
ま

す

。
（
二

次
判

定
）

↑

①
要

介

護

（
要

支
援

）
認

定
を
受

け

る
と
、

本
人

の
希

望
を
尊

重
し

て
介

護

支
援

専
門
員

が
介

護
サ

ー
ビ
ス

の

利

用
計
画

を

つ
く
り

ま
す

。

↑

⑤

介
護

サ

ー
ビ
ス

利
用
計

画

に
基

づ

い
て

、
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

し

て
く

だ

さ

い
。

介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て

介
護
支
援
専
門
員
は
「
要
介
護
者

等
の
自
立
支
援
」
の
た
め
に
利
用
者

や
家
族
の
希
望
を
尊
重
し
、
適
切
な

在
宅
サ

ー
ビ
ス
ま
た
は
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
・
施
設
等
と
の

連
絡
や
調
整
を
行
う
専
門
家
で
す
。

要
介
護
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る

専
門
的
知
識
お
よ
び
技
術
を
有
し
、

国
の
試
験
に
合
格
し
、
実
務
研
修
を

終
了
し
た
者
で
す
。

矢切の渡し の船上で

松
戸
市
の
名
前
を
全
国
的
に
広

め
た
人
を
市
で
表
彰
す
る
こ
と
は

で
き
な

い
の
か
。
会
合
と
か
催
し

な
ど
の
場
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま

し
た
。
松
戸
市
に
は
、
こ
う
し
た

表
彰
制
度
が
な
く
、
私
も
、
か
ね

て
か
ら
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を

問
わ
ず
、
松
戸
市
の
名
声
を
高
め

た
方
や
市
民
に
夢
や
希
望
を
与
え

二
次
判
定
で
要
支
援
ま
た
は
要
介

護
認
定
を
受
け
た
後
、
実
際
に
「
ど

の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の

か
」
を
具
体

的
な
計
画
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
計
画
を

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
い
い
「
介
護

支
援
専
門
員
」
に
依
頼
し
て
作
成
し

て
も
ら
い
ま
す
が
、
利
用
者
自
身
で

作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
作
成

費
用
は
全
額
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る

て
く
だ
さ
っ
た
方
に
対
し
て
の
表

彰
制
度
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま

し
た
。
市
長
就
任
当
時
か
ら
、
こ

の
よ
う

な
趣
旨
に
沿
っ
た
表
彰
に

つ
い
て
準
備
を
進
め
さ
せ
て

い
ま

し

た
が
、
こ

の
ほ
ど
形

が
整

い
、

松
戸
市
民
栄
誉
賞
を
新
設
し
ま
し

た
。
表
彰

の
対
象
は
、
分
野
を
問

わ
ず
顕

著

な
業
績

を
収

め
た

方

で
、
本
市
の
名
声
を
高
め
る
と
と

も
に
、
次
世
代
に
語
り
継

が
れ
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
第
一
号

の
候
補
者
に

つ
い
て
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
た
わ

け
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
表
彰
の

・
お
話

が
あ
っ
た
と
き
、
た
び
た
び

名
前

が
出
て

い
た
の
は
、
矢
切
の

渡
し

の
船
頭
さ
ん
、
杉
浦
正
雄
さ

ん
で
し
た
。
私
も
、

か
ね

が
ね
、

杉
浦
さ
ん
の
業
績
は
、
ま
さ
に
表

の
で
、
利
用

者
負
担

は
あ

り
ま
せ

ん

。

か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て

か
か
り
つ
け
医

と
は
、
介
護
サ

ー

ビ
ス
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
の
身

体
状
況
等

を
把

握
し
て

い
る
主
治

医
の
こ
と
で
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請
に
際
し
て
、

主
治
医

が
だ
れ
か
を
記
載
す

る
欄

が

あ
り
、
市

が
申
請
者
に
代

わ
っ

て
意
見
書
を
取
り
寄
せ
ま
す
。

介
護

保
険
で
は

、
主
治
医

の
意

見
書

が
必

ず
必
要
と
な

り
、
主
治

医

が

い
な

い
場
合
は

、
市
で
指
定

し

た
医

師
の
診
断
を
受
け

な
け
れ

ば

な
り
ま
せ
ん

。
申

請
後
、
速
や

か
に
意
見
書
の
依
頼

が
で

き
る
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め

か
か
り
つ
け
医

を
定
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

彰

に

値

す

る
も

の
と

思

っ
て

お
り

ま
し

た

。
そ

し

て
、

今

回
、

審
査

委

員

会

に
意

見

を
聴

き

、
松

戸
市

民
栄

誉

賞
を

贈
呈

さ
せ

て

い
た

だ

く
こ

と

に
し

ま
し

た

。

杉
浦

さ

ん
は

、
江

戸

時
代

か

ら

三

百

八

十
余

年

に

わ
た

り
続

い
て

き

た
矢

切

の
渡

し

の
伝

統
を

受

け

継

ぎ
、

昭
和

二

十
三

年

か
ら

現

在

に

至

る

ま

で

半

世

紀

に

わ
た

り

、

船
頭

さ
ん

と
し

て
矢

切

の
渡

し

の

保
存

に

尽
力

さ
れ
て

い
ま
す

。

交
通

手
段

と

し
て

利

用

さ

れ
て

き

た
渡

し

舟
も

、

時
代

と

と
も

に

そ

の
利

用

者
も

減

っ
て

、
一
時

は

、

存

続

の
危

機
に

陥

っ
た

こ

と
も

あ

り

ま
し

た

。
し

か
し

、

杉

浦

さ
ん

の
情
熱

と

努
力

に

よ

っ
て

、
今

で

は
松
戸

市

の
貴

重

な
観

光

資
源

と

な

っ
て

お

り

、
伊

藤
左

千

夫

の
小

「
日

常
生

活

の
悩
み

を
お
国

言

葉
で

ス
ム

ー
ズ
に

相
談
し

よ
う

」

と
、
市

内
在

住

の
外

国

人

の
た
め

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

皆

さ
ん

の
お
近

く
に
困

っ
て

い

る

人

が
い
ま
し

た

ら
、

ぜ
ひ
教
え

て

あ

げ
て
く

だ
さ

い
。

な
お
、

相
談
日

に

は
電
話

に
よ

る
相

談
も

で
き

ま
す

。

相
談

専
用

電
話

容

鰯
・
１
１

６

相

談
日

毎
月
第
二

・
四

火
曜

日

（
祝
日

を

除
ぐ
）
、

午
前
９

時
～
正

午
会
場
市
役
所
本
館
二
階
相
談

コ
ー
ナ

ー
　

相

談
内

容
日

常

生
活

に
お
け
る
諸
問
題
　
取
扱
言
語
語
英

語

・
中

国
語

・
ポ
ル
ト

ガ
ル
語

・

ス
ペ
イ
ン
語
　
費
用
無
料

説

「

野

菊

の

墓

」

に

は

じ

ま

り

、

歌

謡
曲
「
矢
切

の
渡
し
」
、
映
画
「
男

は

つ
ら

い
よ

」

な
ど

で

も
全

国

的

に
有

名

に

な
り

、
そ

の
風

情
を

求

め
て

、

多
く

の
人

が
松

戸
市

を

訪

れ
て

い
ま
す

。

杉

浦

さ

ん
へ

の
松

戸

市

民
栄

誉

賞

の
贈
呈

は
、

八
月

五

日

に
矢

切

駅
前

で

行

わ

れ
る

ビ

ー
ル

ま

つ
り

の
会

場

で

予
定

し

て

い
ま

す

。
こ

の
日

は

、

ビ

ー
ル

ま

つ
り

に
合

わ

せ

、
矢

切

の
渡

し

舟

の
展
示

セ

レ

モ

ニ

ー
も
行

わ
れ

ま
す

。
こ

れ
は

、

杉

浦

さ
ん

か
ら

市

に
寄

贈

い

た
だ

い
た
、
実

際

に
使

わ
れ

て

い

た
木

造

の
渡

し

船

を
、

北
総

開

発

鉄
道

株

式
会

社

の

ご
協

力
に

よ

り
矢

切

駅

に
常

設

展
示

す

る
も

の

で
す

。

杉
浦

さ

ん

が
守

り

続
け

て

い

る

矢

切

の
渡

し

は
、

ふ

る
さ

と

松
戸

Date  Every  2nd  and  4th Tuesday(In  the case of a national holiday,

we  have  no service.)

We  accept telephone  inquiry as well. S366~  1162

Time  9:00a  ,m~noon

Place  Matsudo  City Hall( "  Soudan  corner" )

Language  English,Chinese,Portuguese  and  Spanish  are available.

Charge  Free

Inquiry  "Shimin  soudan  shitsu"

の
顔
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
そ
の

風

情
を
残
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思

い
ま
す
。

市 民 の 皆さ ん の声 を 直接 お 聞き する た

め 、市 長室 直 通の フ ァ ック スと 、市長 専

用の メールボッ クスを 設置し て います 。

市 政 に 関し て感 じ て いる こと や 建 設的

な ご 意見を お寄 せく ださい( で きれば 、連

絡先 をお書き添 えく ださ い)。.

FAX  366-2301

メー ルアドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(6月末現在の受信件数) FAX562 件､メール124件

このまちに人権文化を

築くために

エ
イ
ズ
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
・
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）
が
、
ほ
か
の

病
気
に
比
べ
て
特
に
怖
い
病
気
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

根
本
的
な
治
療
法

が
見
つ
か
っ
て

い
な
い
病
気
や
性
行
為
に
よ
っ
て

感
染
す
る
病
気
は
、
エ
イ
ズ
の
ほ

か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
エ

イ
ズ
は
、
正
確
な
知
識
さ
え
あ
れ

ば
、
む
し
ろ
予
防
し
や
す
い
病
気

で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
人
々

の
間
に
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
よ
う

な
怖
が
ら
れ
方
を
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。

初
め
て
エ
イ
ズ
に
よ
る
カ
リ
ニ

肺
炎
の
患
者
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、

一
九
八
一
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ

。

ン
ゼ
ル
ス
で
で
し
た
。
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
は
、
日
本
で
も
「
同
性
愛
者

だ
け
が
か
か
る

『
が
ん
』
が
ア
メ

リ
カ
で
発
見
さ
れ
た
」
と
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
日
本
で
は
、
一
九
八
六
年

か
ら
八
七
年
に
か
け
て
「
松
杢

争

件
≒

神
戸
事
件
」
と
呼

ば
れ
る
エ

イ
ズ
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
り
ま
し
た
。

『
神
戸
事
件
』
で
は
、
死
亡
し
た
患

者
の
遺
族
の
了
解
を
な
く
実
名
や

写
真
ま
で
も
公
表
す
る
な
ど
、
一

部
の
マ
ス
コ
ミ
の
間
で
ス
キ
ャ
ン

ダ
ラ
ス
な
ス
ク
ー
プ
合
戦
が
起
こ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
パ
ニ
ッ
ク

の
結
果
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
人
権
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

も
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
エ

イ
ズ
と
い
う
病
気
へ
の
偏
見
を
助

長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
血
液
凝
固
因
子
製
剤

( 国連の人権のロゴマーク)

NO.  19

エ イ ズ 患 者 と 人 権

問い 合 わせ

市 民 相 談 室 人 権 担 当S366-7319

教 育 委 員 会 企 画 調 整 室 人 権 担 当

a  366-7455

で

エ
イ

ズ

ウ
イ

ル
ス

に
感

染
し

た

多

く

の

血
友

病

患

者

を

苦
し

め
、

さ
ら
に

感
染
者

が
社

会

か
ら
隠

れ

る
こ
と

に

つ
な

が
っ
た

の
で
す

。

労

働
省
は
、
一
九
九
五
年

に
「
職

場

に
お

け

る
エ
イ

ズ
問
題

に
関

す

る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
」

を
出

し
ま

し

た
。
そ

こ
で

は
、

わ

が
国

の
感

染

者
の
大

部
分

が
二

十
～
四

十
代

の

働
き
盛

り

の
年
代

に
集
中

し
て

い

る
こ
と

を
踏

ま
え

て
、

エ
イ

ズ

ウ

イ
ル

ス
や
感

染
経

路
、

感
染

の
危

険

が
高

い
行

為

な
ど

の
正

し

い
知

識
を
周

知

さ
せ

る
こ
と

が
大
事

だ

と
し

て

い
ま

す

。
さ
ら

に
感

染

が

分

か
っ
た
時

の
対

応
、

職
場

で
感

染
者

や
患
者

を
受

け
入

れ

る
環

境

づ
く

り
に

っ

い
て
も
示

し
て

い
ま

す

。
こ
れ

を
受

け
て

、
厚

生

省

や

東

京

都

、
一

部
企

業

な
ど

で

は

、

エ
イ

ズ
患

者
だ

か
ら
と

い
っ
て
雇

用

に
当
た

り
差

別
し

な

い
と

表
明

を
し

て

い
ま
す

。

エ
イ

ズ
に
関

す

る
関
心

が
高
ま

る

に
つ

れ
て
、

検
査

を
受

け
る
人

も

増
え

て

い
ま

す

。
そ
れ

に
伴

っ

て
厚

生
省

に
報

告

さ
れ
る

感
染
者

や
患
者

の
数
も

確
実

に
増
え

て

い

ま

す
。
ま

た

感
染
し

て

い
る
事
実

を

知
ら

ず
に
暮

ら
し

て

い
る
人

も

た

く

さ
ん

い
る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す

。

エ
イ

ズ

に
関
し

て
不

安
を

感

じ
て

い
る
人

、
悩

ん
で

い
る
人

を

孤

立

さ
せ
な

い
よ
う

に
、

エ
イ

ズ

に

つ

い
て
正

し

い
知

識
を

身
に
付

け

、
お

互

い
に
助

け
合
え

る
温

か

い
雰
囲

気
を

つ
く

る
こ
と

が
大

切

だ
と
考
え

ま

す
。

ご
利
用
く
だ

さ
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

外
国
人
の
た
め
の
相
談
窓
口

Please  feel free to ask our advice on  vour  life in Matsudo.
百
日
草

咲
い
て
二
代
の

渡
し
守
り
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市内河川は、いま

市
の
「
川
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
が
で
き
て
六
年
が
た
ち
ま

し
た
。
こ
の
条
例
は
、
昭
和
3
0年
代
か
ら
の
急
激
な
都
市
化
に
よ

っ
て
汚
れ
て
い
っ
た
市
内
河
川
を
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
丸

と
な
っ
て
か
つ
て
の
「
き
れ
い
な
川
」
に
復
活
さ
せ
、
親
し
ま
れ

る
川
と
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

’家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
の
実
践
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
ヽ
川
に
は
水
鳥
や
魚
や
水
草
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
ヽ
少
し
ず
つ

き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
家
庭
か
ら
川
に
流
れ
込
む
汚
れ
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

懿
川
を
き
れ
い
に
す
る
課
容
3
6
6
・
1
1
5
2

川
の
汚
れ
の
原
因
の
約
九
割

は
「
生
活
排
水
」
で
す
。
産
業

系

の
排
水
は
規
制
さ
れ
て

い
る

の
で
、
原
因
の
約
一
割
で
す
。

生
活
排
水
は
川
・
湖
沼
や
海

へ
流
入
し
ま
す
。
汚

れ
た
水
は

循
環
し
て
再
び
飲
み
水
な
ど
に

帰
っ
て
き
ま
す
。

台
所
・
洗
濯
な
ど
家
庭
で
で

き
る
浄
化
対
策
の
い
く
つ
か
を

紹
介
し
ま
す
。

■

細

か
い

調

理

ク

ズ

を
流

さ

な

い

台
所
の
流
し
に
は
三
角
コ
ー

ナ
ー
を
置
き
、
ま
た
三
角
コ

ー
ナ
ー
や
排
水
口
に
は
「
ろ

紙
袋
」
を
付
け
、
細
か
い
ゴ

ミ
を
回
収
し
ま
す
。「江戸川松戸岸」1956 年

坂
川
流
域
で
は
…
」
北
千
葉
導
水
路
か
ら
き
れ
い
な
水
を

●

江

戸
川

流
域
の
水
道
水
源
と
し
て
重
要
な

河
川
で
す

。
江
戸
川
中
流
部
は
、
ふ

れ
あ

い
松
戸
川
（
流
水
保
全
水
路
）

の
完
成
（
平
成
1
0年
７
月
）
に
よ
っ

て
水
質
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

BＯＤ（生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） と は …

水中の汚 れを微生物が分解してきれいにするのに必要な酸素の

量をいいます。数値が大きいほど汚れています。

75 ％ 値 と は …

全国的に環境基準の評価として河川の汚れを示 す数値として使

用し ます。例えば 、100 の調査値があれば 、水質の良い順に並べ

た場合75 番目にくる数値です。通常では､ 平均値より大きな数値

になります。

※市環境部保全課調べ（江戸川・大津川の平成10 年度の数値は千

葉県の速報値による）

●

新

坂
川

今
年
６
月
2
9日
か
ら
、
北
千
葉
導

水
路
か
ら
の
試
験
通
水

が
行
わ
れ
、

本
格
稼
働
に
向
け
て
水
量
の
確
保
と

水
質
の
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策

■

食

器
や

な
べ

に

つ
い

た

油

汚
れ

な
ど
を

流
さ

な
い

食
器
や
な
べ
は
、
付
着
し

た

汚
れ
を
へ
ら
や
紙
で
取
っ
て

か
ら
洗
い
ま
す
。

映像マジックに挑戦
森のスタジオ体験会

あの映画のあのシーン 、いったいどうやって撮っているのでしょう。そん

な特撮シーンを実際に体験してみませんか。

例えば 、超能力者の瞬間移動や、壁登り。目もくらむような高さにぶらさ

がリ危機一髪。スーパーマンの飛行など。

ご家族での参加をお待ちしています。

揚
げ
油
は
こ
し
て
お
き
、
い

た
め
物
な
ど
に
使
い
ま
す

。

揚
げ
物
に
は
、
新
し

い
油
を

つ
ぎ
足
し
て
使
い
ま
す
。

米
の
と
ぎ
汁
は
、
最
初
の
二

回
ま
で
は
た
め
て
お
い
て
植

物
に
ま
い
た
り
、
洗
い
物
の

洗
剤
代
わ
り
に
使
い
ま
す
。

一

余

分

な

洗
剤

を

流
さ

な

い
洗
剤
は
容
器
の
表
示
を
よ
く

読
ん
で
、
き
ち
ん
と
量
っ
て

使
い
ま
す
。

北千葉導水路を経由して利根川のきれいな水が入

り ます（横須賀）

両側に黄緑色に見えるのが浮草です

(古ヶ崎)

●

坂

川

「
江

戸
川

・
坂
川
清

流
ル

ネ

ッ
サ

ン
ス
2
1
」
に

よ
る

浄
化
対

策

の
推

進

な
ど
に
よ
り
水
質
改
善
が
進
み
、
数

多
く

の
水

鳥

や
魚

、
水

草

が
見
ら

れ

ま
す

。
古

ケ
崎

、

栄

町

地
区

で

は
、

川

の
両

側

に
黄
緑

色
に
見

え

る
個
所

が
あ
り

ま

す
が
、

こ
れ

は
藻

の
周
り

に
た

く
さ

ん
の
浮

草

が
繁
殖
し

て

い

る
た

め
で
す

。

真
関
川
流
域
で
は
…
市
民
と
一
緒
に
川
づ
く
り

●

国

分

川

た
び
重
な
る
浸
水
被
害
解
消
の
た

め
、
今
ま
で
は
治
水
対
策
を
重
点
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
1
0年
４

月
に
は
、
ド
水
道
の
幹
線
と
な
る
県

施
工

の
松
戸
幹
線
が
完
成
し
、
市
で

は
、
下
水
道
整
備
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
９
年
秋
か
ら
国
分
川
の
「
川

づ
く
り
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
市
民
と
行
政

が
意
見
を
出
し
合

っ
た
計
画

が
策
定
さ
れ
、
現
在
、
多

白
然
型
川
づ
く
り
に
着
手
し
て

い
ま

す
。

手

賀
沼
流
域
で
は
・：
流
域
市
町
が
力
を
合
わ
せ
て

●

大

津
川

手
賀
沼
は
二
十
四
年
間
連
続
日
本

一
汚
れ
た
沼
と
い
わ
れ
、
松
戸
市
や

県
・
我
孫
子
市
・
柏
市

・
沼
南
町
な

ど
の
流
域
市
町

が
一
体
と
な
っ
て
、

浄
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
津
川
で
も
、
新
た
な
河
川
直
接

浄
化
施
設
の
設
置
等
が
計
両
さ
れ
て

い
ま
す
Ｊ
市
で
は
、
下
水
道
の
整
備

や
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
の
普
及

啓
発
な
ど
に
よ
り
、
大
津
川
の
汚
れ

一

浄
化

槽

を
適

正

に
使

用

す

る浄
化
槽
は
定
期
点
検
や
定
期

清
掃
を
し
ま
す
。

普
段
の
生
活
か
ら
、
少
し
で

も
川
に
や
さ
し

い
行
動
を
と
る

こ
と
で
、
川
は
確
実
に
き
れ
い

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う

。

カメラマンや俳優になったつもりで

日時 …8 月７日出 ・８日(日)

午 後2 時～4 時

会 場 …森 の ホ ール21 森 の

ス タ ジ オ

定 員 …各 日 先 着25 人

費 用 …無 料

圃ﾜ 月25 日(日)午 前10 時 か

ら 、電 話 で森 の ホ ー ル21

情 報 セン タ ーS384-50

50 へ

ごみを川や水路に捨てないで！

国分川で植物調査をするワークショッ

プ の参加者（和名ケ谷）

を
減
ら
す
た
め
の
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市内を流れる上大津川から大津川を

経て手賀沼へ流れます(高柳新田)

川
や
水
路
へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
、
ペ

ッ
ト
の
ふ
ん
の
放
置
は
、
川
を
汚
す
だ
け
で

な
く
水
辺
の
景
観
を
損
ね
ま
す
。

川
に
限
ら
ず
、
ご
み
は
各
目
が
、
ペ
ッ
ト

の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
き
ち
ん
と
処
理
す
る
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

華
麗
に
舞
う
旗
が
パ
レ
ー
ド
の
先
頭
を
飾
り
、
防
火
を
呼

び
掛
け
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
の
登
録
の
申
請
は
７
月
3
0日
ま

で
で
す

対
象

十
八
歳

未
満

の
児
童

を
扶

養

し
て

い
る
母
子

・
父
子

家
庭

の
親
子

、

ま

た
は
父

母

の

い
な

い
十

八
歳
未

満

の
児

童

を
扶
養

し
て

い
る
人

氷
現
在

登
録

さ
れ
て

い
る
人

も
更

新

の
手

続
き

が
必
要

で
す

。

圃

７
月
3
0
日
吻

ま
で

に
①
1
1年

度
所

得
証
明

書

居
健
康
保

険
証

の
写
し

③

組
合
保

険
加
入

者
は
付

加
給
付
証

明

♀

員

記
載

の
住

民

票

（
父
子

家
庭
の
み
）

を
持

っ
て

、

母
子

家
庭

は
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
雲

3
6
6
・
7
3
4
9

）
、
父
子

家
庭
は
援

護

課

援
護
係

（
昔
3
6
6・
7
3
4
7

）

へ

対

象
平

成

Ｈ
年
４

月
Ｉ

囗
に

お
け

る
戦
没

者
死

亡
当

時

の
三

親
等
内

の

親

族
で
平

成

７
年
４

月
１
口

か
ら
平

成
1
1
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
問
に
公
務

扶

助
料

等

の
受

給

権
者

が
死
亡
し

て

い
る
遺

族
　

支
給

方
法
二

十
四
万

円

の
国
債

で
六
年

に

わ
た
り
四

万
円

ず

つ
償
還

支

給
順

位
次

の
順

位

で
最

も

上

の
順

位

の
人

が
一
人

だ
け
請

求

で

き
ま

す

（
同

順
位

の
人

が
複
数

の

場

合
は
同

意
書

が
必
要

）
。
第
一
順

位

＝
平

成
Ｈ
年

４

月
１
日

ま
で

に
弔
慰

金
（
遺

族
国

庫
債
券

）
の
受

給
権
を
取

得
し

た
人

、
第
二

順
位

＝
戦

没
者

等

の
子

、
第
二

順

位

＝
戦
没
者

ど
生
計

を
共
に
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖

父

母

④
兄
弟

姉
妹

（
婚
姻

・
養
子
縁

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭
和
2
0
年
８

月
６

囗
午
前

８
時
1
5

分

広
島

に
、
９

日
午

前
1
1
時
２
分

長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、

満
五

十
四

年
を

迎
え

ま
す

。

死

没
者

の

ご
め

い
福

と
世

界

の
平

和

を
祈
り

、
各

職
場

や
家
庭

で
、

一

分
間

の
黙

と
う

を
し
ま

し
ょ

う
。

羆

総
務

部
総

務
課

登
3
6
6
・
7
3
0
5

公

団

住

宅

空

き

家

賃

貸

住

宅

の

入

居

者

募

集

住

宅

・
都

市
整

備
公
団

で

は
、
入

居

者
の
募

集
を

、
年
四

回
行

い
ま

す
。

①

７
月
2
5
日
～
８

月
1
0
日

②
!
0月

３
日
～
1
1
月
1
0
囗

③
１
月

Ｓ
日

～
２

月
1
0
囗

④
４

月
2
5日

～
５

月
1
0日

慧
住

宅

・
都

市
整

備
公
団

募
集
セ

ン

タ

ー
松

戸
案

内
所

容
3
6
7
・
5
2
2
1

松

戸

市

退

職

金
共

済

掛

け

金

助

成
制

度

内
容
中
小

企
業
退
職
金
共
済
、
特

定
退
職
金
共
済
に
加
入
し
て

い
る
事

業
主
に
対
し
て
、
新
た
に
雇
用
し
た

従
業
員
の
一
年
分
の
掛
け
金
の
二
〇

％
を
助
成
し
ま
す
。

琴

曲
工
観
光
課
労
政
係

昔
3
6
6
・
７
３

刑

務

官

募

集

受
付
期

間
８
月
1
6
日

丱
～
Ｊ

日
丱

対

象
昭
和
4
5
年

４
月

２
日
～

昭
和
5
7

年

４
月

１
日

生
ま

れ
の
男
女
　

試

験

閤
題

高
校

卒
業

程
度
　

試
験
a
1
0
月

３
日

収
・
４
日

菲

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

醫

千

葉
刑

務
所

庶
務

課

登
0
4
3・
2
3
1・

１

１

０

び
Ｉ

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
が
金
融
機
関
か
ら
事

業
資
金
の
融
資
を
受
け
る
際
の
保
証

を
す
る
公
的
機
関
で
す
。

対
象
県
内
で
同
一
事
業
を
一
年
以

上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業

融
資
限

度
額
一
般
保
証
（
保
証
人
ま
た
は
担

保
付
）

＝
二
億
五
千
万
円
、
特
別
小

口
保
証
（
無
担
保
・
無
保
証
人
）
＝

一
千
万
円

信
用
保
証
料
（
一
件
当

８
月
は
特
殊
建
築
物
の
定
期
険
査
の
報
告
月
で
す

不

特
定

多
数

の
人

が
利

用

す
る
特

殊

建
築

物
に
つ

い
て
は

、
建
物

や
設

備

が
適
切

に
維

持

・
保

全
さ

れ
て

い

る
か
な

ど
、
専

門
家

に
定
期

的
な
点

検

を
依

頼
し
て

、
市
長

に
結

果
を
報

告

す

る
よ
う
建

築
基

準
法
で

定
め
ら

れ
て

い
ま
す
。

報
告
期

限
８

月
3
1
日

㈹
ま
で
　

対

象
共
同
住
宅
＝
屋
外
階
段
を
設
け
な

い
も

の
で
、
①
地

階

ま
た

は
四
階
以

上

の
階
で
そ

の
用
途

に
供
す

る
部

分

の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
㍍
を
超

え

る
も
の
②
三

階

に
お
け

る
そ

の
用

途
に
供

す

る
部
分

の
床
面

積

の
合

計

が
三
百
平

方

び
を
超
え

る
も

の

寄
宿

舎

＝
屋
外

階
段

を
設

け
な

い
も

の
で

、
①
地

階
ま
た

は
四

階
以
上

の

階
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床

面
積

の
今

計
が
百

半
方

び
を
超
え

る

も

の
②
三

階
に

お
け

る
そ

の
用
途

に

供

す
る
部
分

の
床

’面
積

の
合
計

が
三

百
平

方

び
を
超
え

る
も

の

学
校
・
体
育
館
＝
①
木
造
で
二
階
以

卜
の
階
に
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分

を
有
し
か
つ
当
該
床
面
積
の
合
計
が

二
百
平

方
片
を
超
え

る
も
の
②
木
造

以
外
で
地
階
ま
た
は
四
階
以
上
の
階

で
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
百
平
方
片
を
超
え

る
も

の
③
地
階
を
除
ぐ
三
階
以
下
の
階
に

お
け
る
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
の

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
び
を
超

え
る
も
の

博
物
館
・
図
書
館
・
水
泳
場
・
ス
ポ

ー
ツ
練
習
場
＝
①
地
階
ま
た
は
三
階

以
上

の
階
で
当
該
用
途
に
供
す
る
部

分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
び
を

超
え
る
も
の
②
地
階
を
除
く
二
階
以

ド
の
階
に
お
け
る
当
該
用
途
に
供
す

る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
千
平

方
び
を
超
え
る
も
の

筒
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

登
3
6
6
・

松
戸
ゆ
か
り
の
木
版
画
家

奥
山
儀
八
郎
展

「
ニ

ッ
ケ
の
儀
八
」
と
異
名
を

と
っ
た
ニ
ッ
ケ

ー
ポ
ス
タ

ー
の
商
業
美
術
か

ら
、
錦
絵
復
興
を
目
指
し
た
江

戸
情
緒
ま

で
、
幅
広
い

奥
山
美
術
を
紹
介
し
ま
す
。

初
出
品
を
含
め
約
二
百
点
を
展
示
し

ま
す

。
ど
う

ぞ
お
楽

し
み
に
。

会
期
・
：
８
月
１
日
約
～
９

月
2
3日
冊

会
場
・：
市
立
博
物
館
企
画
展
示

室

※
詳
細
は
広
報
す
っ
と
８

月
５
日
号
に
掲
載
し

ま
す
。

圜
社
会
教
育
課
美
術
館
準
備
室
ａ

叩
7
4
6
3

調
杏
な
ど
募
集
人
員
若
千
名
雇

用
期

間
平

成
1
1年

９
月
１

日
～

平
成

1
2年
３

月
3
1日

※
市

内
の
医
療

機
関

等

に
勤
務

さ
れ

て

い
る
人

は

ご
遠
慮
ぐ

だ

さ
い
。

圃

８
月
５
日

水
ま
で

に
、
履
歴
書
（
市

販

）

を
持

っ
て
直
接

介

護
保
険

準
備

室

（

容
3
6
6
・
7
3
7
0

）
　へ

婦
（
古

の
資
格

を
有
し
、
実
務

経
験
三
年
以
上

の
人
　
業
務
内

容
介
護
保
険
導

入
に
伴
う
訪
問

白
と
紺
色
で
夏
さ
わ
や
か
に

消
防
音
楽
隊

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

８

月
２

日
丱

は
固
定

資
産
税

・
都
市

計
両

税
（
第
二

期

）
の
納
期

限
で

す
。

納

め
忘

れ
の
な

い
よ
う

に
お
願

い
し

ま
す

。

鬨

収
納

課
管
理

係

登
3
6
6
・
7
3
9
6

応
募
資
格
二
十
五
歳
以
上
六
十
五

筬
以

下
で

、
保

健
婦

（
士

）
　・
看

護

非
常
勤
職
員
（
訪
問
調
査
員
）
を
募
集

た
り
）
五
十
万
円
以
下
年
〇
・
五
蓄

％

・
．白
万
円

以
下

年
〇

・
八

〇
％

・

百
万
円

超
年

∵

○
○
％
　

申

込
庇

口
金

融
機

関

の
融
資

担
当
窓
口

、
必

工
会

議
所

、
巾
小
企

業
団

体
中

央
会

商
工
会
、
県
庁
・
東
葛
支
庁
・
市
外

所

の
各

商
工

担
当

課

鷦
千

葉
県

信
用
保

証
協

会
朿
葛

支
所

容
3
6
5・
″り
Ｏ
Ｉ
Ｏ

一
公
的
保
証
付
き
融
資
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

組
に
よ

り
平

成
Ｈ
年

４
月

１
日

に
お

い
て
戦

没
者
等

の
死

亡
時

と
氏

が
変

わ
っ
て
い
る
人
を
除
く
）
、
第
四
順
位

＝
第
三
順

位
で

除
か

れ
た
①

父
母

②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
、
第
五
順

位

＝
第

一
か
ら

第
四
以

外

の
戦
没

者

の
二

親

等
以
内

の
親

族

（
戦

没
者

等

の
死
亡

か
ら

さ
か

の

ぽ
っ
て

一
年
以

上

生
計
を
共
に
し
た
人

に
隕
る
）

※
第
六
回

特
別

弔
慰

金
の
受

給
権

を

取

得
し

、
時

効
に

よ
り
受

給
権

を

な
く
し

た
人

は
今

回
対
象

に
は

な

り
ま
せ

ん
。

匣

平
成
1
4
年
４

月
１
日

川

子

・
日

曜
日

、
祝

日
、
年

末
年

始
を

除
ぐ
）

ま

で
に
、

直
接

援
護
課

社
会

係

（
公

3
6
6
・
7
3
4
7

）
　へ

戦
没
者
遺
族
へ
第
七
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

河川水質の変化

坂川・弁天橋（古ケ崎）

新和II･さかね橋(根本)

江戸川・栗山浄水場取水口,

(下矢切) 国分川・秋山弁天橋(秋山)

大津川・上沼橋
(沼南町)

消
防
音
楽
隊
の
夏
服

が
十
五
年
ぶ
り
に
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
音
楽

隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
シ
ル
ク

ス
）
の
計
三
十
五
人
は

白
と
紺
色
を
基
調
と
し

た
さ
わ
や
か
な
服
装
で

防
火
イ

ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
す
。

’
日

ご
ろ
か
ら
防
火
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
親
し
ま
れ
る
消

防
音
楽
隊
を
目
指
し
ま

す
。

豐
消
防
昜
救
急
防
災
課

指
導
係

昔
3
6
3
・
1
1
1

1
内
線
2
1
6
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講
座
・
講
演

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
養
成
講

座
８
月
1
7
日
㈹
～
拍
一
月
５
囗
㈹
〔
火

・
金

曜
日

を
原
則

に
全

十
一
回

〕
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時
3
0
分
会
場
二

チ
イ

学
館
松

戸
校

（
松

戸
駅
西

口
松

戸

ビ
ル

ヂ
ン

グ
）
　

内

容
講
義

・
実

習
　

対
象

市
内

在
住

で
五

十
八
歳

以

上

の
全
課
程

受
講
可

能

な
人

定
員

二
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
一
千
六
百

円惠
７
月
3
1日
出

〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
返
信
用
あ

て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

－
2
2
5

1
松
戸
市
金
ケ
作
二
七
七
の
四
㈹
松

戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
登

捌
・
3
1
9
1

）
　へ

９
月
1
4
日

㈹
～
1
1
月

９
囗

㈹

〔
火

・
水

曜
日

を
原
則

に
全

十
四

回
、

ほ

か
に
1
1
月
以
降
に
実
習
四
日
間
あ
り

午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分
会
場

千
葉

福
祉

専
門

学
校

（
船
橋
市

）

ほ

か
　

対

象
三

級
有

資
格

者

定

員
三

十
人
（
抽
選
）
　
費
用
二
万
五
百
円

（
テ
キ

ス
ト
代

を
含

む
）

惠

８
月

稍一
日

㈹

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番

号

こ
二
級

終
了
年

月
日

を
記

入

し

て
、

干
叨
1
0
8
8
2

柏
市

柏

の

葉
四

の
三

の

Ｉ
さ
わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
事

業
課

「
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

ニ

級

養
成

講
座

」
係

（
登
０

４
７

１

・
4
0
・
8
6
1
5

）
　へ

な
く
そ
う
差
別
と
偏
見
　
ま
も
ろ
う
人
権

嚮
市
民
相
談
室
人
権
担
当
登
3
6
6
・
7
3
1
9

1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

８
月
Ｓ
日
困
・
2
7日
糜
各
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
会
場
青
少
年
会
館

対
象
十
六
歳
以
上
の
人
定
員
二
十

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
８
月
1
6日
丱
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
希
望
日
・
返
信
用
あ

て
名
を
記
入
し
て
、
一
１‐
蹈
－
8
5
8

8
松
戸
市
根
本
三
五
六
京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
ビ
ル
内
松
戸
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
市
民
文
化

係
（
昔
3
6
6
・
7

4
6
2
）
　へ

福

助

菊

作
り

植

え

込

み

講

習
会

８
月
８
日

㈲
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館

春
用

無
料

圃
千
松
菊
花
会
・
結
城
登
3
6
3
・
５
９

８

ｒ
ａ

夏

休

み

陶
芸

一
日

教

室

７
月
３
日
米
①
午
前
９
時

丿
分
～

1
1
時
3
0
分
②
午
後
Ｏ
時
1
5
分
～
２
時

1
5分
⑤
午
後
３
時
～
５
時

会
場
陶

松
（
車

立
病
院
裏
）
　
定
員
各
先
着

十
五
人
費
用
五
百
円
（
陶
土
・
焼

き
代
別
）

匣
電
話
で
陶
松
登
窯
の
会
・
小
堀

昔

3
6
8
・
７
７
り
乙冖
り
ヘ

小金オープンスクール

小

・
中

学

生

の

た

め

の
ハ

ゼ

釣

り

教

室

①

講
習
＝
７
月
丿
日
蚩
午
後
１
時

～
５
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
費
用
二
百
円
（
資
料
代
）

②

実
技
＝
８
月
８
日
㈲
午
前
６
時

松
戸
・
新
松
戸
・
新
八
柱
各
駅
集
合

会
場
江

戸
川
放
水
路
左
岸
（
営
団
地

下
鉄
東
西
線
原
木
中
山
駅
下
車
）

内
容
尾
数
で
競
技
し
表
彰

鷲

用
約

五
百
円
（
交
通
費
・
エ
サ
代
）

醫
松
戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・
井
上
公
3
6
5
・

８

９

‥】
″
Ｏ

Ｏ

ア

ー

ト

サ

マ

ー

キ

ャ

ン

プ

「

こ

ど

も

筝
（
こ

と

）
入

門

」

８
月
1
8
日
伽

～
2
2日

㈲
〔
全
五

回
〕

午

前
1
0一
時
～
午

後
４

時

会

場
さ
わ

や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
　
対
象
小
学

四

～
六
年

生
　

定
員
十

五
人
（
抽
選
）

費
用
無
料
（
教
材
は
実
費
負
担
）

惠
８
月

４
日

水

〔
必

着
〕

ま
で
に

、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
学

年

・
電

話
番
号

・
筝

の
経

験
の
有
無

を
記
入

し
て

、
一
１‐
2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市

柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ
さ
わ
や

か
ち

ば
県
民

プ

ラ
ザ
事
業

課

「
ア

ー
ト

サ

マ

ー
キ
ャ
ン

プ
」
係

（
登
０

４
７
１

・
4
0
・
8
6
1
5

）
　へ

＼ 講 座 名 日 時 定 員 費 用

①

「はじめてのコンピ ュータ・ワー

ド」基本操作と簡単な文章の作成

など 対象全回参加できる人

8/28圉・29(日)

〔全2回〕

午前9時～正午

30人
1,900円（テキ

スト代を含む）

②

｢ビ オトープから水問題を考える｣

水生生物の観察を通して水辺環境

を考える

8/28C土)

午前9時～正午

300 円（高校

生以下100 円）

③

｢はじめての手話｣

指文字、あいさつ、簡単な自己紹

介、歌による表現など

8/28W

午前10 時～正午 -
300 円（高校

生以下100 円）

④
｢インターネットに触れてみよう｣

対象マウス操作のできる人

8/28C土)・29(日)

各午後IE持～4時
吝15 人

1,500円（テキ

スト代を含む）

⑤
｢アジアの人と交流しよう｣

インドからの留学生との交流

8/290日)

午前10 時～正午

300 円（高校

生以下100 円）

⑥

｢もっと知りたい現代史｣

アメリカについての学習と今後の

日米関係について

8/29(日)

午後IE持～3 時

300 円（高校

生以下100 円）

会場県立小金高等学校

圃①④は8月ワ日倒、③は8月14日出〔必着〕までに、往復ハガ半に住所

・氏名・電話番号・講座名・返信用あて名を記入して、〒270-0032

松戸市新松戸北2の14 の1県立小金高校内オープンスクール・小山（雲

345-1859、夜間のみ）へ　※②⑤⑥は事前の申し込み不要。

県

立

我

孫

子

高

等

技

術

専

門

校

無

料

講

習

会

８
月

５
日

米

・
６
日

脂
〔
全
二

回
〕

午
前

９
時
～

午
後

４
時

会

場
県

立

我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
内
容
①

ト
レ

ー
ス
上

級
講

座

（
中
級
程

度

の

実
力

を
二
級

以
上

へ
）

②
ワ

ー

プ
ロ

講
習

（
パ
ソ
コ

ン
一
太

郎
に

よ
る

ワ

ー
プ
ロ
、
初
歩

か
ら

文
章
作

成
ま

で
）

定
員
①
二
十
人
②
千
五
人
（
各
抽
選
）

圃

７
月

匐
日
脂

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職

業

・
電

話
番

号

・
希
望

講
座
名

・
返

信
用

あ
て
名

を
記

入
し

て
、

干

2
7
0
－
0
8
8
2
我
孫
子
市
久
寺
家
六

八
四

の
二

県

立
我
孫
子

高
等

技
術
専

門

校

（
昔
０
４

７
１

・

洌
・
6
4
1

1
）

へ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講座案内

講 座 名 日 時 定員・費用

ワ

ープロパソコン

講座

ワープロ・パソコン

入門講座

①8/3( 火)・ ４㈲　 午前

②8/9( 月)・10 灰) 午後

各10人

6,000円

W  i n  d o w s 95
入門講座

①8/10  W･11 團　 午前

②8/19  M･20 銜　 午後

各8人

6,000円

ワープロソフト

一太郎入門講座

8/23  (£)・24 ㈹　　 午前

26(木)・27 ㈲

8人12,000 円

(10,000 円)

ワープロソフト

Ｗｏｒｄ入門講座
8/21 ㈹・28 圉　　 土曜

5人12,000 円

(10,000円)

表計算ソフト

ロータス入門講座

8/17  W ・ 18團　　 午前

19 困・20 廊

8人12,000 円

(10,000 円)

表計算ソフト

エクセル入門講座
8/23 ㈲・24 ㈹　 午後

25 團　　　　　
ｉ

8人10,000 円

(8,000円)

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分、午後＝午後1時30 分～4

時30分　土曜＝午前9時30分～午後4時30 分

マツ半ント ソシユ・パソコ

ン講座（初心者入門講座）

8/3W ・4㈲・5W ・6窗

午後1B#30 分～4 時
4人15,000 円

高齢者向け講座

ゆっくり楽しくパソコン講

座（対象65歳以上）

8/26W ・27廊

午後1時30分～4 時
5人ﾜ,000 円

資格・教養講座

2級建築士資格取得講座

(製図コース)

8/31W ～9/18C土）の毎週火

一木・土曜日〔全10 回〕

午後ら時30分～9時（土曜日

は午後ら時から）

15人

40,000円

(30,000 円)

催

し

物

中

島

啓

江

・

羽

田

健

太

郎

ふ

れ

あ

い

コ

ン

サ

ー

ト

９
月
2
5
日
出

午
後

３
時

開
演

会

場
市
川
市
文
化
会
館
定
員
千
五
百

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
会
場

で
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
募

金

（
社

会
福
柾

協

議
会

へ
寄
付

）
　へ

の
ご

協
力

を
お
願

い
し

ま
す

。

匣

８
月

Ｊ
日
原

〔
消

印
有

効
〕

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
（
ハ

ガ
キ

ー
枚
に
五

人
ま

で
、

代
表

者
に

○
を
付

け

る
）

の
氏

名

・
年
齢

・
返

信
用
あ

て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
2
－

8
5
8
0

市

川
市
市

川
南

二

の
八

の

八
京
葉

ガ
ス
㈱
コ

ン
サ

ー
ト
係

（
昔

3
2
5
・
3
1
7
0

）
　へ

創

作

人

形

展

「

フ

ラ

ダ

ン

ス

」

８
月
2
8
日

出
ま

で

〔
７
月
2
8
日
水

～
3
1日

出

、
８
月

４
日

水

・
９

日
丱

～
1
5日

㈲

・
1
8日

水

・
2
5日
水

は
休

館
〕
午

前

９
時
～

午
後

９
時

（
土

・

日
曜
日

は
午

後
５

時
ま

で
）
　

会
場

寺
嶋
文
化
会
館
（
柏
市
）
　
費
用
無
料

羆

謝
寺

島
文

化
会

館

昔
０

４
７

１

・

6
7・
6
1
5
3

ケ

ナ

フ

紙

す

き

体
験

教

室

＆

自

然
観
察
ク
イ
ズ
i
n
森
の
広
場

８
月
８
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
三
階
大
会

議
室
ほ
か
　
対
象
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

定
員
先
着
百
人

持
ち
物
昼

食
・
帽
子
・
筆
記
用
具
費
用
無
料

惠
電
話
で
賄
松
戸
青
年
会
議
所
事
務

局
・
幸
松

登
3
6
7
・
1
9
8
3

（
午
前

稍一
時
～
午
後
４
時
の
問
に
）
へ

常盤平老人福祉センター映画会

日 時 内 容

8/3C火)

午前10 時から 尻啖え孫市　出演一 葛屋錦之助、栗

原小巻 、勝新太郎 、中村賀津雄

午後1時から
風林火山 出演一 三船敏郎、佐久間

良子、萬屋錦之助 、石原裕次郎

8/4㈲ 午前10時から

父ちゃんのポーが聞こえる　出演一 小

林桂樹 、吉沢京子 、藤岡琢也 、司葉

子

対象市内在住の60歳以上の人　費用無料

圃常盤平老人福祉センターS386-0201

矢

切

老
人

福

祉

セ
ン

タ

ー
映

画

会
７
月
３
日
米
午
後
１
時
～
２
時

丿

分

会
場
矢
切
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
「
釣
り
バ
カ
日
誌

パ
ー
ト
４
」

対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
人

費
用
無
料

類
矢
切
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
昔
3
6
8
・

松

戸

ハ
ワ

イ

ア

ン

フ
ラ

サ

ー
ク

ル

発

表

会

８
月
７
日
出
午
後
１
時
～
３
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　曹
用

無
料

※
サ
ウ
シ
ェ
コ
ー
ズ
バ
ン
ド
・
大
原

ひ
で
子

社
出
演
し
ま
す
。

醫
松
戸
（

ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

・
蜷
川

音
3
8
8
・
7
3
6
5

（
夜
間
の

み
）

親

子

で

ホ

タ

ル

に

会

お

う

９
月
1
1
日
出
～
1
2
日

収

匸

泊
二

日
〕
　
　
会

場
手
賀

の
丘
少

年

目
然
の

家

内

容
秋
ホ

タ
ル
の
観

察

・
手

賀

沼

や
里

山
の
散

策

・
家

族
で
楽

し

め

る
ス

ポ
ー
ツ
な

ど
　

対

象
幼
稚

園

・

小

中
学

生
を
中

心
と
し

た
家

族

定

員
先
着
六
十
人
　
費
用
一
人
二
千
円

圉
８
月
５
日
米
か
ら
、
電
話
で
県
立

手

賀

の
丘
少
年

目
然

の
家

登
０
４
７

１

・
9
1・
ｌ
ｎ
ぴ
り乙
３

へ

圃ﾜ 月26 日（月）午前9 時 から直接 、受 講料を 添え て松戸地域職業訓

練センタ ー（松戸 市小 金原1 の19 の3 登349-3200) の窓口へ

※受 け付け開始 時に定 員を超え た場合は 抽選とな ります。

※費 用のう ち （　）内は 当会 員事業 所 または当 団体 会員 メン バ

ーの場合 です。

※ワ ープ ロ ・パソコン 講座につい ては 、毎月募集し ます。

劇

団

天

童
公

演

「
語

り

～

黎
明

（
れ

い
め

い
）
の

と

き

」

８
月
７
日
出
午
後
６
時
開
演

会

場
市
民
劇
場
　
内
容
山
椒
太
夫

・
西

鶴
諸
国
咄
な
ど
語
り
芝
居
費
用
二

千
八
百
円

（
前
売
り
二
千
六
百
円
）

馴

劇
団
天
童

昔
3
8
7
・
8
7
1
6

喜
楽

家

チ

ャ

リ

テ

ィ
コ

ン

サ

ー

８
月
2
8日
出
午
後
１
時

丿
分
開
演

命
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
岡
本
明

峰
リ
サ
イ
タ
ル
「
宇

宙
と
音
と
光
の

渦
の
中
で
」
琴
の
演
奏
　
費
用
二
千

円
、
小
史

咼
校
生
五
百
円

筒
喜
楽
家

音
3
4
4
・
9
9
5
1

借

地
借

家

の

無

料

相

談

８
月
５
日
米
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

醫
松
戸
借
地
借
家
人
組
合

畆

粐
’一

3
4
5
・
3
5
4
8

松

戸

自
衛

隊
盆

踊

り

大

会

８
月
３
日
天
午
後
６
時
～
９
時

会
場
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地

グ
ラ

ウ
ン
ド
　
内
容
チ
ビ
ッ
コ

タ
イ
ム
・

盆
踊
り
大
会
・
模
擬
店

頸
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地
広
報
室

昔
3
8
7
・
り乙
１
７
１

情報

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
養
成
講

座

1 ※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

’　　　　 厂 代 表FA χは … …363-3200

（松 戸 市 の 市 外 局番 は047 で す）

i
市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp
市のホームペーギは:ここりE![p://www丿ntership.ne.jp/matsudo/
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ス

ポ
ー
ツ

オ

ー
バ

ー
フ

オ

ー
テ

ィ

ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
大

会

（
九

人

制
）

９
月
５
日
㈲
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
小

金
原
体
育
館

対
象
９
月
５
日

現
在
で
満
四
十
歳
以
上
の
家
庭
婦
人

持
ち
物
昼
食
　
費
用
一
人
六
百
円

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で

匣
７
月
3
1日
田

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
－
2
2

1
5
松
戸
市
串
崎
南
町
九
三
の
四
家

庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
伊
藤

ま
ゆ
み
（
B
3
8
6
・
0
0
5
1

）
へ

夏

快

適

リ

フ

レ
ッ

シ

ュ

体

操

８
月
３
日
㈹
・
５
日
本
・
７
日
出

・
1
0日
天

・
ｆに作日

㈹

・
1
9日

米

〔
全

六
回
〕
、
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時

龠
璢

運
動
公

園
体

育
館
　

内

容
リ
ズ

ム
運
動

・
ス
ト

レ

ッ
チ

ー
エ
ア

ロ
ビ

ク
ス
等
定
員
先
着
百
人
費
用
二

千
円

（
保

険
料

を
含

む
）

圃

当
日

会
場

で

岡
健

康
体

操
連

盟

・
竹
島

昔
謁

・
９

［
Ｄ

０

１

な
ぎ

な

た

教

室

７
月
丿
日
糜
１

圜
1
0時
～
正
午

会
場
運
動
公
園
剣
道
場
　
対
象
小
学

一
年
生
以
上
の
人
　
費
用
無
料

醫
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟

・
野
口

昔

3
4
5
・
0
4
1
0

市

民

混

合

ダ

ブ

ル

ス
テ

ニ

ス

大

会
９
月
５
日
㈲
、
1
0月
詆
日

㈲
午
前

８
時
4
0分
集
合
　
会
場
栗
ヶ
沢
公
園

庭
球
場
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者

種
目
一
般
混
合

ダ
ブ
ル
ス
、
家

族
混
合

ダ
ブ
ル

ス
、
ペ
ア
の
合

計
年
齢

が
九
十

歳
・
百
十
歳
・

亘

干

歳
以
上
（
男
性
同
士
は
不
可
、

一
人
一
種
目
に
限
る
）
　
費
用
一
組

千
五
百
円

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
九
十
円

切
手
を
張

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
８
月
1
3日
糜

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0

－
8
6
9

1
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱

匸
一
号
松

戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

醫
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
登
副

3
3
0
・
4
1
1
2

〔
ス
ポ

ー
ツ

・
楽

器
用

品

〕
ダ
ン

ベ
ル

ー
ご

一
個

組
五
百

円
◆

組
合

せ

ダ
ン

ベ
ル
1
0丿

二
個

組
千

五
百
円
◆

ゴ
ル

フ
ク
ラ

ブ
セ

ッ
ト
男

性
用
二

千
円

・

六
千

円

∴

万
円

◆

ス
キ

ー
板
2
0
0惣

と

ス
ト

ッ
ク
千

五
百
円

◆

ス
キ

ー
板

1
9
0
惣
八
千

円
◆

ス
キ

ー
板
1
9
8惣
と

ブ

ー
ツ
Ｓ

・
５

惣
五
千

円
◆

ス

ノ

ー

ボ

ー
ト
と

ブ

ー
ツ
2
6
・
５
惣
五

千
円
◆

ス

キ

ー
ウ
ェ

ア
女

性

用
二
千

円
◆

腹

筋

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
台
千

二
百

円

・
千

五
百

円

・
七
千
円

◆

室
内
用

健

康
器

具
三

千
円

〔
日

用

雑
貨

〕

女

性

用

傘

七
百

円
◆

花

瓶
七
百

円
◆

冷
酒

用

グ
ラ
ス
セ

ッ

ト

五
百
円

◆

レ

ー
ス
カ

ー
テ
ン

三

お
知
ら
せ

松

戸

駅
市

民

ギ

ャ

ラ
リ

ー
の

利

用

受

け
付

け

と

説

明
会

ｙ
７
月
３
日
困
午
後
６
時

洳
分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
ビ
ル
六
階
会
議
室

内
容
1
0月
Ｉ
囗
糜
～
平
成
1
2年
１
月

７
囗
窗
の
利
用
分
（
た
だ
し
、
1
1
月

Ｓ
日
窗
～
1
2
月
1
0
日
蚩
は
除
く
）

利
用

資
格
個
人
・
団
体

・
プ
ロ

ー
ア

マ
問
わ
ず
市

内
に
在
住
・
在
勤
し
、

自
作
品
を
展
示
で
き
る
人

（
前
回
展

示
よ
り
一
年
未
満
、
子
ど
も
・
学
生

・
営
業
・
宣
伝
目
的
は
不
可
）
　
持

ち
物
筆
記
用
具
・
印
鑑
費
用
無
料

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
昔
3
6
6
・

用
文

学

全
集
三

十
巻
千

五
百

円
◆

バ

イ

ク
用

シ
ュ

ー
ズ
2
5
惣
五
千

円
◆

製

図

用

ド
ラ
フ

タ
ー
無

料

兩

７
月
2
8
日

水

〔
当

日
消

印

有
効

〕

ま

で
に

、
（

ガ
キ
に

希
望
品

名

（
品

物

一
点
に
つ
き
一
人

一
枚
）
・
価

格
・

住

所

・
氏
名

・
電
話
番

号

（
昼
間

お

勤

め

の
人

は
勤

め

先

の
電

話
番

号

）

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松

戸

市
小

根
本

七
の

八
京
葉

ガ
ス
Ｆ

松

戸

第
ニ
ヒ

ル
松

戸
市

消
費

生
活
課

消

費
生
活

係
へ

※
相
手

の
紹

介
は
月

初
め

に
抽
選
し

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後

は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す
。

ｎ
ｘ

二
竺

枚
匸

一
千
五
百
円
◆
が
　
○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

ラ
ス
ケ
ー
ス
四
千
円
◆
茶
室
用
漆
塗

り
タ
オ
ル
か
け
三
千
円
◆

ガ
ス
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
（
都
市

ガ
ス
用
）
二
千

円
◆

ガ
ス
レ
ン
ジ
（
プ
ロ
パ
ン
用
）

三
千
五
百
円
◆
レ
ン
ジ
台
二
千
円
◆

業
務
用
ミ
シ
ン
五
千
円
◆
籐
製
ピ
ク

ニ
ッ
ク
セ
ッ
ト
五
千
円
◆
結
納
セ
ッ

ト
五
千
円
◆
脚
立
二
百
円
◆
児
童
用

童
話
全
集
十
八
巻
千
五
百
円
◆
児
童

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
７
月
2
8

日
水
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
８
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

醫
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

昔
3
6
6
・

７

９
Ｊ

り
乙
（

り

「
ち

ば

の

お

い
し

い

魚

」

料

理

コ

ン

テ

ス

ト

募

集
料
理
ア

ジ
ま
た

は

マ
ク
ロ

を

使
っ
た
（
缶
詰
を
除
く
）
、
九
十
分
以

内

で
作

れ

る
家
庭

料
理
　

審
査

方
法

書
類

選
考

後
、
十

人
程

度
の
人

に
1
0

月
９
日

出

に
実

際
に
作

っ
て

い
た
だ

き
ま
す
（
材

料
は
主
催

者
が
用
言

。

※
最

優
秀
賞

一
人

、
優
秀

賞
三

人
を

決

定
し

、
Ｈ
月
1
8
日

水
に
開

催

さ

れ
る
魚
食

文
化

フ
ォ

ー
ラ

ム
で
表

彰

し
ま

す
。
ま
た
、「
ち

ば
の
魚
料

理

の
本
」

に
掲

載

さ
れ
ま

す
。

惠
８

月
3
1日

㈹

〔
消
印

有
効
〕

ま

で

に
、

材
料

・
調

理
方
法

（
写

具
か
イ

ラ

ス
ト
を
添

付
）
　・
住

所

・
氏

名

・

年
齢

・
電

話
番
号
を

記

入
し

て
郵

送

で

、
一
7
2
6
0

－
8
6
6
7

千
葉

車

甲

臾

区
市

場
町

一

の
一
県

庁

水
産
課
内

フ

ォ

圭

フ
ム
事
務

局

（

容
㈲
・
2
2
3・
3

0
4
5

）
　へ

風

土

記

の

丘

写

生

コ

ン

ク

ー

ル

募

集
部
門
小

学
生

の
部

・
中

学
生

の
部
・
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上

規

格
水
彩

・
ク

レ
ヨ
ン
等

で
画

用
紙

（
四

つ
切
り

、
油

彩
は
６

号

・
８
号
）

に

描
く
自

作

・
未
発
表

の

も
の

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

醫

県
立
房

総
風

土
記

の
丘

容
０
４

７

″`Ｕ
・
9
5・
９Ｊ
１

り乙
″`Ｕ

牛

乳

乳

製

品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー

ル

募
集
料
理
牛
乳
乳
製
品
を
使
用
し
、

材
料

費
四
人

分

で
二

千
四

百
円

以
内

の

ア
イ

デ
ア
料
理

（
一

時
間
以

内

で

作

れ
る
も

の
）
　

対

象
県
内

在

任
の

人
（
現
職
の
調
理
師
を
除
く
）
　
審

査
方
法

書
類
選

考

後
、
十
人

に

９
月

2
4日

吻
に

実
際

に
作

っ
て

い
た
だ

き

ま
す

（
材

料
は
主

催
者

が
用

意
）
。

※
最
優
秀
賞
一
人
、
優
秀
賞
一
人
。

優
良
賈

八
人

を
決
定

。
最

優
秀

賞

受

賞
者

は
1
0月
3
1
日

㈲
に

重

只
で

開
催
す

る
全

国
大
会

へ
出

場

。

圃

８
月
3
1
日

㈹

〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に

、
料
理

名

・
材
料

・
材
料

費

・
調

理

方
法

・
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性

別

・
職
業

・
電

話
番
号

を
記

入
し

て

郵

送
で

、
干
2
6
0
－
0
0
1
4

千

葉
市

中
央
区
本
千
葉
町
一
三
の
一
千
葉
県

牛

乳
普
及

協

会

（
登

㈲
・
2
2
4・
4
8

3
9

）
　へ

自

衛

官

等

募

集

募

集
区

分

①
一
般
曹

候
補
学

生
②

曹
候
補
士
（
教
育
期
間
終
了
後
①
役

二
年
間
②
役
三
年
間
、
選
考
に
よ
り

三
等
陸
・
海
・
曹
に
昇
任
）
　
対

象

①
十

八
歳
以

上
二

十
四

歳
未
満

の

人

②
千

八
歳
以

上
二

十
七

歳
未

満
の

人
　

受

付
期

間
８

月
２
日

丱
～

９
月

1
0日
滲

試
験
日

９
月
1
8
日
出

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

嬲
百

衛

隊
松

戸
募

集
案
内

所

公
3
8
9・

６

５
４

０
、
市

総

務
部
総

務
課

昔
3
6
6

坂

川

清

流

灯

籠

ま

つ

り

参

加

者

募

集

８
月
2
8
日

出

・
３
日

㈲
に
馬

橋
駅
西

囗

駅
前
通

り

（
歩
行
者

天
国

）
で

行
う
坂
川
清
流
灯
籠
ま
つ
り
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ

ト
出
店

者
　
　
　

・
新

作
・
ハ

ケ
崎
に
居
住
の
人

（
当

対

象
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
　

該
大
会
で
過

去
に
賞
を
取

っ
た
人

を

（
露
店
商
を
除
く
）
　
費
用
テ
ン
ト
ー
　
除
く
）
　
持
ち
物
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

張
り
（
二
間
×
一
間
）
　
一
万
円
　
　
　
費
用
無
料

用
電

話
で
島
田

登
3
4
1
・
8
3
8
3

へ
　

圃

ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

▼
カ
ラ

オ
ケ
大

会
出

場
者
　
　
　
　

号
・
希
望
日

・
曲
名

を
記
入

し
て

、

８
月
2
8日
出
千
後
２
時
～
４
時

・
　
　
〒
2
7
1
－
0
0
4
4

松
戸

市
西
馬
橋
三

2
9日
聊
午
後
１
時
～
３
時
3
0分

対
　

の

Ｉ
〇
の
四
磯
崎

タ
マ
江

（

昔
3
4
1
・

象

馬
碼
・
新
松
戸

・
栄
町

・
中
和
倉
　
9
2
7
9

）
へ

平

成
1
2年
度
看
護
学
生
（
看
護
抖
三

年
課
程
）
を
募
集

実習中 の看護学生

わ

が
家

の
犬

・
猫

の

写

真
コ

ン

ク

ー
ル

応
募
要
領
応
募
者
が
飼
育
し
て
い

る
犬
・
猫
の
写

具
三
枚
以
内
（
サ
イ

ズ
Ｅ
Ｃ
判
、
裏
に
写

具
の
通
し
番
号

・
氏
名
を
記
載
）

と
コ
メ
ン
ト
（
四

百
字
詰
め
原
稿
用

紙
一
枚
以
内
）

対
象
県
内
在
住
の
人
（
プ
ロ

ー
ア
マ

を
問
い
ま
せ
ん
）

圉
８
月
3
1日
㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

応
募
要
領
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
郵
送
で
、
〒

2
6
0
－
0
8
5
6
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻

二

の
五
の
三
県
庁
亥
鼻
別
館
内
膳
千

葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
（
登
砌
・

2
2
1
・
2
3
6
4

）
　へ

国

民
年

金

写

真
コ

ン

ク

ー
ル

テ
ー
マ
①
一
般
の
部
＝
四
季
を
通

じ
て
の
県
内
の
風
景
・
行
事
・
名
所

旧
跡
・
文
化
財
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
広

報
紙
の
表
紙
に
適
し
た
も
の
②
高
校

代
」
を
表
現
し
た
作
品
　
規
格
キ
ャ

ビ
ネ
以
上
四
つ
切
り
ま
で
の
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
で
未
発
表
の
も
の

※
入
賞
者
に
は
賞
状
・
賞
金
を
贈
呈

圃
９
月
3
0
日
困
ま
で
に
、
作
品
の
裏

に
応
募
票
を
張
っ
て
郵
送
で
、
〒
沺

－
8
6
9
1

千
葉
市
中

央
区
市
場
町

一
の
一
千
葉
県
社
会
部
国
民
年

金
課

内
千
葉
県
国
民
年
金
協
議
会
（
昔
砌

・
2
2
3
・
2
3
8
9

）
　へ

願
書
受
付
期
間
平
成
1
2年
１
月

Ｈ
日
火
～
1
4日
窗
、
午
前
９
時
～

正
午
と
午
後
１
時
～
５
時

試
験

日
１
月
３
日
出
（
一
次
試
験
）

受
験
資
格
大
学
受
験
の
資
格
が
あ

る
人
　
募
集
人
数
四
十
人

※
入
学
案
内
（
有
料
）
配
布
中

崑
車

立
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

昔
罸
・
4
4
4
4

託

老

所

「

ゆ
う

ゆ

う

広

場
」

参

加

者

を
募

集

毎
月
①
第
一
月
曜
日
②
第
二
月
曜

日
各
午
前
９
時
丿
分
～
午
後
３
時

会
場
①
小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
②

中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象
高

齢
者
で
多
少
の
介
護
を
要
し
、
会
場

ま
で
の
送
迎
が
あ
る
人
　
費
用
一
日

千
円

（
昼
食
・
お
や
つ
・
保
険
料
）

圜
飯
塚

昔
3
4
2
・
2
2
7
7

会

社

等

の

印

鑑

証

明

の

取

扱

い

を

変

更

千

葉

地
方
法

務
局

松
戸
支

局
管
内

に
本
店
等

の

あ
る
会

社
等

の
印

鑑
証

明
書
の
交
付
請
求
が
、
よ
り
安
全
で

簡
単
な

方
式

に
変
更

さ

れ
ま
す

。

新
方

式
は

、
会
社

・
法

人
の
代

表

者
等

に
「
印

鑑

カ
ー
ド
」
を
発

行
し

、

印

鑑
証
明

書

の
交
付

請
求

に
は

、
申

請
書

（
実
印

押
印

は
不
要

）
と

一
緒

に
「
印

鑑

カ
ー

ド
」
を

提
出
し

ま
す

。

該
当

者

へ
は
、

９
月
中

旬
か

ら
順

次
、
印

鑑

カ
ー

ド
交

付
申

請
書

を
郵

送
し
ま

す

。

醫

千
葉

地
方

法
務

局
松
戸

支
局

登
3
6
3

○
譲
り
ま
す

〔
家
具

〕
洋
服

た

ん
す

五
千
円

◆

整
理

た
ん

す
五
千
円

二
点

◆
食

卓
テ

ー

ブ

ル
五
千
円

◆

木
製

の
棚
無

料
◆

ソ

フ

ァ
無
料
◆

シ
ン

グ
ル

ベ
ッ
ド
二

台
セ

ッ
ト
三

千
円
◆

シ
ン

グ
ル

ベ
ッ
ド
無

料

◆

ソ
フ

ァ

ベ
ッ
ド
二
千
円

◆
茶

箱

三

千
円

二
点
◆

オ
ー

デ
ィ

オ

ラ
ッ

ク

無

料
◆

サ
イ

ド

テ
ー

ブ
ル
三
千

五
百

円

◆

回
転

い
す
五
百

円

〔
電
気
用
品
ミ
ニ
コ
ン
ポ
五
千
円
。

一
万
円
◆

ス
テ
レ

オ
セ

ッ
ト
五

千
円

◆

Ａ

Ｍ

・
Ｆ

Ｍ
ス

テ
レ

オ
チ
ュ

ー
ナ

ー
無

料
◆

レ
コ

ー
ド

プ
レ

ー
ヤ
ー
無

料
◆
扇

風
機

千
二
百

円

・
五
千
円

◆

留

守
番

コ

ー
ド
レ

ス
電

話
八
千
円

◆

ズ

ボ
ン

プ
レ
ッ
サ

ー
四
千
円

◆

目
に

や
さ
し

い
ラ
イ
ト

ス

タ
ン
ド
四

千
円

◆

テ

レ

ビ
ゲ
ー

ム
機

五
千

円
◆

電
子

血
圧

計
二
千
円

◆

大
型

掃
除
機

一
万

円

◆

掃
除
機

三
千
円

◆

全
自
動

洗
濯

機

無
料
◆

ビ

デ
オ

カ

メ
ラ
ハ

千

円
◆

冷

蔵
庫

一
万
円

◆

空
気

清
浄
器

五
千

円
◆

窓

用

エ
ア
コ

ン
三
千

円

∴

万

円〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
無
料

・
八
千
円

∴

万
円

◆

Ｂ
型

ベ

ビ
ー

カ

ー
二

千
円

こ
二
千

円
二

点

・
七
千

円

◆

お
ん

ぶ
だ

っ
こ
ひ

も
千
円

・
四

千

円
◆

ベ
ビ

ー
ラ
ッ

ク
千

円

こ

一
千

円

◆

ス

ウ
ィ

ン

グ
ラ

ッ
ク
二
千

円
◆

ベ

ビ
ー

ベ
ッ
ド
四

千
円
◆

ベ
ビ

ー
ゲ

ー
ト
二

千
円
◆

テ

ー

ブ
ル
チ

ェ

ア
ニ

千

円

∴
二
千
円

◆

ベ
ビ
ー

バ
ス
二
百

円

・
五

百
円
◆

一
輪
車

千
五
百

円
◆

迷
子
防

止
用

ベ
ル

ト
千
円

◆

歩
行

器

二

点

セ

ッ
ト
五
百
円

◆

歩
行

器
五
百

円

◆

プ
レ
イ

ジ

ム
四
百
円

・
五
百
円

◆

滑
４
台

付

き

プ
レ
イ

ジ

ム
五
千
円

二
点
◆

お

ふ
ろ
用

浮
輪

五
百
円

◆

木

製
滑
匯
台
三
千
円
◆
三
輪
車
八
千
円

◆
ク
ー
バ
ン
二
千
円
・
三
千
円
◆
蚊

帳
千
五

百
円
◆

磁

力
こ

ま

の
お
も

ち

や
千
円

◆
手

押
し

車
千

五
百
円

生
の
部
＝
公
的
年
金

は
世
代
間
扶
養
の
考

え
方
で
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
世

関東電気保安協会

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ



広報ま つど1999 年(平成11年)7月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期日 内 容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大

ホ｜ル

7/29 ㈲
ダッチ裕三

夏休みファミリーコンサート ’99　☆

14 二30

18 : 00
労音東葛センター　　o365 ―9911

8/ 1(日)
レネゲイズ・スティール・ドラム・オ

ーケストラ　　　　　　　　　　　 ☆
14 : 00 紂松戸市文化振興財団　O384-5050

4㈲
夏休みファミリー劇場

名作ミュージカル「シンデレラ」　 ☆
1∠1:00 紂松戸市文化振興財団　S384 ―5050

8(日)
ボランティア推進チャリティコンサー

ト　　　　　　　　　　　　　 ☆
15:00

ボランティア推進チャリティーコンサ

ート委員会・緑川S03-3ﾜ11 －ﾜ6図

小

ホ｜ル

7/27W ピアノ発表会 14 : 00 恩田路子　　　　　　 登34ワー89ﾜ5

m ）リトアニア国立少年合唱団公演　　☆ １９ ： １５ 東京IMC　　　O03-3401 ―9561

8/ 1(日)
広瀬和子バレエ研究所第1[Lj]発表会

プ ヂ・コンセール

松戸ハワイアン ・フラサークル発表会

15 : 00 広瀬バレエ研究所　　R341-8982

7出 13 : 00 蜷川ヤエ子 登388-ﾜ365  (夜間のみ)

8(日)
ファミリーのための名曲コンサート

徳川真弓ピアノリサイタル　　　　 ☆
14:00

松戸クラシック音楽を楽しむ会・大谷

登362-3 刀5

15(日)NEVER ENDING FESTIVAL 1ワ ニ30

14 : 00

宮崎匠真　　　　　　R385 ―4841

2(嗤 名作まんが映画会 ☆ 10 : 00 12:00 ㈲怏光社　　　　O0422 ―45―3954

期 間 内 容

展
示

8/3( 火〉～8( 日) 松戸ひょうたん紂ひょうたん作品展

8/1OW ～15日 「ネイチャーフ ォトグラファー清水秋彦写真展」中村太郎氏

8/24W ～29(日) 「野鳥それぞれの姿写真展」　益子清見氏

観
察
会

8/8( 日)午前10時～ 竹時30 分 昆虫ウオツチンゲ　講師自然解説員・松葉光豊氏

季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員28丗午後2時～3時

29(Eﾖ片 前10時～11 時30 分 野草ウオツチンゲ　講師自然解説員・川端祥子氏

定員先着25人　費用無料　※雨天中止

[隰当日パークセンターで

相

談

毎週水・土 ・日曜日と祝日､午前

10時～正午と午後1時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する 相談(電話でも受け付

けます)

開館時間…午前9時～午後6時（月曜日は休館）　※8/21 圉からは午後4時30 分まで

期 間 内 容

8/1(日卜31 ㈹午後1時15 分・３
時15分から上映(土･日･祝日は

午前11 時からも上映)

ハイビジョン映像「 大自然スペシャル　亜熱帯 の島に生命が集う～

沖縄・西表島」＜上映時間45分＞

9月：「故宮～至宝が語る中華五千年/第1集　神・人と共にあリ～ 先

史・殷・周」＜上映時間60 分＞　会場講堂　観覧無料

8/1(1日卜9/230R

創造と伝統の木版画家　奥山儀八郎展　内容松戸ゆかりの木版画家
奥山儀八郎の半世紀を超える創作活動の足跡を約1ﾜO 点の作品でた

どる　会場企画展示室　観覧一般300 円(240円)・高大学生150 円

(100 円)・小中学生100 円(60円)〔(　)内は団体料金/20 人以上。

常設展示は別料金〕

8/6R ・8(日)・15(日)

各午後2時から

映像でみる昭和の記録「太平洋戦争の記録」　内容8/6 「日米開戦

不可ナリ」（45 分）、8/8「太平洋戦争〈上〉」（ﾜ5分）、8/拓 厂太平

洋戦争〈下〉」（ﾜ5分）　会場講堂　定員当日先着80人　費用無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第旧 曜日午後1時・2時 く8時・4時から各回男女各1人
圃電話で市立博物館試着体験係Q384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第4 金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開館時間午

前9時30分～午後5時（入館は午後4時30 分まで） 常設展観覧料一般300 円(240円）･高大学生150

円（100円）・小中学生100 円（60 円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。
ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10 時・午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

松戸市の市外局番は０４７です。

期 日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

7/27W 第10 回松戸市平和コンサート 15:30 市総務部総務課　　　　a366 ―ﾜ305

8/ 5 困 劇団若獅子「宮本武蔵」公演　　　　 ☆ 15:20
松戸市に伝統的文化・芸能を広める会

昔36 ワー6039

7出 松戸芸術舞踊協会チャリティー公演　　☆ 16:30 松戸芸術舞踊協会 一三原a384 ―0195

21圉 柳家小三治　独演会　　　　　　　　 ☆ 纐：００ 東京協音　　　　O03 ―3201 ―8116

22 ⑧ 松戸市民吹奏楽団ファミリーコンサート 纐:00 松戸市民吹奏楽団・中村S385-6395

※月曜日は休館

期 間 内 容 問い合わせ先

8/ 1(日)まで 平和ポスター・パネル展 市総務部総務課　　　　　　S366 ―ﾜ305

7/28$ 卜8/1( 日)松戸市小中学校児童生徒席書展 教育委員会指導課　　　　　ff366-ﾜ458

8/  3(火)～8( 日)日藝書道展 近藤　　　　　　　　 昔04ﾜ1-59-1ﾜ45

17W ～22(Eﾖ)レンガの会作品展 レンガの会　　　　　　　　　Q362-65ﾜ6

24 ㈲～29(日)清窯会作品展 清窯会　　　　　　　　　 登3∠11 ― 1434

25 ㈲～29(日)書嶽社展 書嶽社　　　　　　　　　　O342-08ﾜ3

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

期間 8/5(*)まで 8/6(1)～8/!9 休） 8/2  0R～9/2W

東
アトリエこたに洋画展

圜]武市登385-5832

照美会墨彩展

圜]日野登361-0664

信玄アートサークル展

圜]山内S368-ﾜ1ﾜ4

西
松戸あひる会10 号展

固]倉根登392-16ﾜ1

故の実こばやし書道展

圜]小林登345-5200

全日写連東葛支部写真展
圃]北村S363-3ﾜ14

期間・催し物 内 容

9/19C日)まで

小中学生のため

の歴史展示'99

徳川昭武の生涯を、小中学生を対象に分かりやす＜紹介します。歴史に自由に触れ

合ってもらうために、勉強ということよりも未知のものに出会う驚きや喜びを感じて

もらえる場所を提供したいと思います。

主な展示品スイス大統領より贈られた昭武肖像入り金時計・昭武と慶喜が作った茶碗・昭武の趣味の

記録（写真・釣り・陶器）・葵紋人調度品

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館。ただし 祝日は開館）

入館料･‥一般60円、高・大学生40円、小・中学生20円

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス　 プ

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366-0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

期 日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

7/25 紐

㈱伊藤楽器ピアノ発表会 10:00 伊藤賢二　　　　　S348-0111

27(火)

28 困

29(*)

30 銜

31 圉

8/ 4 困 青少年健全育成講座 14:00 教育委員会少年センター 昔36ト ワ464

7圉 劇団天童公演「語り～黎明のとき」☆ １８：００ 劇団天童　　　　　　　昔38ワー8ﾜ16

8(日)ピアノ発表会 14:30 松井保子　　　　　　 昔36ト ワ引 ワ

10(火)夏休み親子平和映画鑑賞会 14:00 市総務部総務課　　　Q366 ―ﾜ305

※月曜日は休館

○お気軽にご相談＜ださい　８月の相談あんない○相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相 談名 期 日 時 間 会 場 圓 相 談名 期 日 時 間 会 場 圓

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室

市
民
相
談
室
一
般
相
談
＝
金
銭
。
身
の
上
・
相
続
・
離
婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ千ー葉
地方
法務
局松
戸支
局

2(月) 馬橋支 所交通事故 午前9時～午後5時
3(火) 六 実支 所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜ナ

｜

3(火) 小金 支所
第1月曜日 午前9時～正午

4冰） 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 4冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 5沐） 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(25363―6278)でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所檣ｺｰﾅｰ

社
会
福
祉
協
議
会

2(月) 馬橋支 所外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午
3(火) 六実支 所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課
3㈹ 小金支 所

顫 動相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
4冰)・18feK) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(S361-4089)でも行っています。 4冰)・18C*) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

3(火)

午前10時～午後3時

常盤平支所 国民年
金課適
用係
左記以
外の日
は国民
年金課
へ

5沐)・19W 小金原市民ｾﾝﾀｰ

6(金) 小 金 支 所 痴ほう介護相談(予約制) 27(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

10(火) 小金原支所
ゆ う ま つ ど

こころ の相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

Q363-0505

第2～第4木曜日13(金) 馬 橋 支 所
第1木曜日 午後2時～8時

17(火) 六 実 支 所
女性就 業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

20(金) 新松戸支所
パ ー ト 労 働
悩 みご と 相談

3(火)
午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー

S364-877824(火) 矢 切 支 所

27R 東 部 支 所 就学 相談( 予 約制)
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

S366-7600
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
Q365-6565

教育 相談( 予約制)

青 少年相談( 電話)
月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年 セ ン タ ー
S363-7867育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北 松 戸 保 育 所

Q367-4646 青 少年相談( 来所)

〔予約 制〕
午前9時～午後5時

少年 セ ン タ ー
25366 ―7464※住宅課S366-7366 、商工観光課S366-7327

市民劇場

博物館

戸定歴史館

松戸駅市民ギャラリー
21 世紀の森と広場パークセンター

文化ホールギャラリII;ﾆニ

森のホール21 市民会館
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